
固体核の形成



微惑星の成長
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衝突確率
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微惑星の成長
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重力相互作用

Viscus Stirring

力学的摩擦
m v2 = M V2
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暴走成長

力学的摩擦

m v2 = M V2

大きい天体の成長率

小さい天体の成長率

大きい天体ほど早く成長する。
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(e.g., Ormel et al. 2010)

(Wetherill & Stewart 1989; Kokubo & Ida 1996)



寡占的成長
小さい天体が高速になると
大きい天体の成長が遅くなる。
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速度進化

大きい天体の面数密度(Kokubo & Ida 1998)
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(平衡)寡占的成長
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(平衡の寡占的成長：Kokubo & Ida 2000,2002; Chambers 2006; 2008)



孤立質量
(Kokubo & Ida 2000,2002)

原始惑星は10倍の相互ヒル半径程度の間隔で並ぶ。
原始惑星がその間隔のすべての微惑星を食べたとき、
その質量はM=20π r rHMM Σsとなる。
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固体核の成長

暴走成長

非平衡

平衡

果たして、このまま成長できるのだろうか？
時間

固体核質量



微惑星のランダム速度
平衡の寡占的成長

原始惑星によるstirring ガス抵抗
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原始惑星の成長に伴い、
微惑星間のランダム速度が上がる
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微惑星の破壊

再集積のために
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微惑星の破壊
速度の比較

火星質量程度でも破壊が起こる！
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破壊を考慮した固体核形成モデルの構築の必要性!
•微惑星の破壊による減少
•破片の原始惑星への集積
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